
 

夢へと続く小さな一歩 

 

「うちの子は受け身で…」「なかなか自分から動かなくて…」という声を耳にすることがあります。

しかし私は、子どもは本来、主体的な存在だと考えています。小さな子どもは、初めて見るものに目を

輝かせ、何度転んでも立ち上がろうとします。その姿には、「知りたい」「できるようになりたい」とい

う思いがあふれています。本来、子どもは伸びようとする力をもっています。 

それでは、なぜ主体性が見えにくくなるか。 

多くの場合、それは子ども自身の問題というより、「主体性が発揮しにくい環境」に理由があるので

はないかと感じています。例えば、私たちはオリンピックでメダルを獲得した選手に「頑張った！」と

称賛します。しかし、予選で敗退した選手や、本番でミスをして結果が出なかった選手は、頑張らなか

ったのでしょうか。決してそうではありません。そこに至るまでの長い年月、誰よりも努力を重ねてき

たはずです。それでも、結果だけを見れば評価は大きく変わってしまいます。子どもの学びの場でも、

同じことが起きてはいないでしょうか。「見えやすい結果」だけで評価され続けると、子どもは間違い

を恐れ、挑戦を避けるようになります。受け身に見える姿は、怠けではなく「失敗しないように自分を

守る姿」なのかもしれません。 

では、主体性が育つ環境とはどのようなものでしょうか。 

私は、特に三つのことが大切であろうと考えています。 

一つ目は、「できた」を見える化することです。昨日よりも丁寧にノートが書けた、自分から挨拶が

できた、最後までやり直しをした、どんな小さな前進も、子どもにとっては大きな一歩です。その変化

を見取り、言葉にして伝えることで、子どもは「自分はできるかもしれない」と感じます。この感覚（自

己効力感）が、次の挑戦を生み出します。これは、褒めておだてることとは異なります。 

二つ目は、努力の手順を具体的に示すことです。「がんばる」という言葉を、「何を」「どの順番で」

「どのくらい」取り組むのかという形にして示すことで、子どもは自分で学びを進める力を身に付けて

いきます。主体性とは、ただ自ら進んで行うことではなく、「自分で自分を調整できる状態」でもあり

ます。 

三つ目は、結果だけでなく過程を認めることです。もちろん成果は大切です。しかし、そこに至るま

での準備や工夫、粘り強さに光を当てることが、次の成長につながります。「前よりもあきらめずに取

り組めたね」「自分から質問できたね」といった具体的な言葉は、子どもの中に残り、再び挑戦する力

になります。 

今年度の重点教育目標「夢の実現に向け、チャレンジする子どもの育成」は、特別な誰かのためのも

のではなく、すべての子どもの日々の小さな挑戦を支える言葉です。子どもが受け身に見えるとき、「や

る気がない」と決めつけるのではなく、「主体性を発揮できる環境になっているか」と問い直すこと。

それが私たち大人の役割であると考えます。子どもたちが自分の可能性を信じ、「やってみよう」と思

える瞬間を大切にしたいと考えています。その一歩一歩の挑戦こそが、やがて自己の夢へとつながり、

夢の実現に向けた新たなチャレンジを生み出していくはずです。 

今年度も残り一か月となりました。学校は、今年度のまとめをこのような姿勢で子どもたちの歩みを

応援してまいります。結果だけでなく挑戦の過程を大切にする姿勢を貫きながら、今年度のまとめを行

ってまいります。ご家庭や地域の皆様におかれましても、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 



 

２（月） 全校朝会  

3（火） 6 年生を送る会 

4(水)  第 2回ＰＴＡ運営委員会 

５（木） 同窓会入会式   

6（金）  読み聞かせ（１～３年） 

19（木） 第５５回卒業式  

20（金） 春分の日 

24（火） 修了式・離任式  大掃除 

25（水） 学年末休業（4/6まで） 

来年度本校に入学する予定の園児対象の「一

日入学」が２月 24 日(火)の午後にありました。当

初は２月 6日に実施予定でしたが、暴風雪のため

臨時休校となり延期となりました。最初は保護者

と園児が多目的スペースに集まり、その後園児の

みなさんが現１年生の児童たちと一緒に校舎内見

学をしました。さらに１年生教室に戻り生活科の学

習にある風車を作りました。その間、多目的スペ

ースでは保護者の皆さんに、本校の教育や入学

の準備について説明がありました。 

日程が変更となって保護者の皆さんにはご負

担をおかけしましたが、来校していただきありが

とうございました。４月からもよろしくお願いいた

します。 

今年度の「なよろ食育推進ネットワーク報告会」

が、1 月 31 日（土）に駅前交流プラザ「よろーな」

でありました。本校の代表として、６年生の野家映

汰さん、宮崎輝さん、山下蒼馬さんの３名が参加し

ました。 

 スライドを使用して、本校で取り組んでいる食

育に関わる生活科や総合的な学習の時間の取り

組みを紹介しました。 

３人で分担して何回も 

練習を重ねて、当日は 

堂々とした態度で発表 

してくれました。３名のみ 

なさんお疲れ様でした。 

６年生の総合的な学習の時間「マイドリームプラ

ン」にかかわって、2月 5 日(木)に名寄高校、2月

16日(月)に名寄市立大学を訪問しました。 

それぞれの 

学校では、施設 

見学、高校生や 

大学生との交流 

を行いました。 

参加した児童か 

らは、「充実した 

施設に驚いた」 

「高校生や大学 

生からお話を伺 

えて楽しかった」 

という声があ 

りました。 

児童のみなさ 

んにとっては、将 

来の姿を展望す 

る貴重な経験と 

なりました。 

 

令和８年度前期児童 

会役員選挙が２月 20 日 

(金)の午後にありました。 

立候補した５名の立会演 

説会を行い、児童のみな 

さんがそれぞれ自分の 

考えをしっかり述べていました。 

 結果は全員信任当選となりました。新役員の

みなさんの活躍を期待しています。 

  会長   渡辺 美羽さん  ５年 

副会長  疋田 楓人さん  ５年 

副会長  髙橋 朱生さん  ４年 

書記   杉野 杏莉さん  ４年 

書記   宮坂 侑奈さん  ３年 


